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研究成果の概要（和文）：　本研究では、発達障害児の保護者に対する、物理的環境の調整を主としたペアレント・ト
レーニングの集団式を、特別支援学校、通級指導教室、親の会において実施し、その有効性を検証した。さらに、本ペ
アレント・トレーニングの、支援者対象と保護者対象のテキストを作成し、その有効性を検証した。その結果、いずれ
の実施場面においても、保護者とその子どもの行動変容が示された。また、作成したテキストについて、発達障害の支
援者に実用度を評価してもらった結果、高い肯定的評価が得られた。

研究成果の概要（英文）：The present study was to evaluate effects of parent training based on physical 
arrangement for parents of children with developmental disabilities in special needs education school, 
resource room and parents association. In addition, Textbooks of this parent training for trainer and 
trainee was developed and evaluated feasibility and acceptability by service providers. Results suggest 
that appropriate behaviors of parents and children increased, and service providers evaluated textbooks 
of this parent training positively.

研究分野： 特別支援教育

キーワード： 発達障害　ペアレント・トレーニング　物理的環境調整
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 新 版 S T A I  
 状 態 不 安 得 点  特 性 不 安 得 点  
 第 1 回  第 5 回  t 値  第 1 回  第 5 回  t 値  

平 均 点  
（ 分 散 ）  

5 1  
（ 7 2 . 9）  

3 6 . 2  
（ 6 8 . 2）  

5 . 1 5 * *  
5 2  

（ 1 0 4）  
4 5 . 5  

（ 4 4 . 5）  
2 . 11 *  

A 母  5 4 （ 3 ）  4 7 （ 3 ）   5 3 （ 4 ）  4 3 （ 3 ）   
B 母  4 6 （ 3 ）  3 2 （ 1 ）   6 3 （ 5 ）  5 3 （ 4 ）   
C 母  5 2 （ 3 ）  3 2 （ 1 ）   4 5 （ 3 ）  4 6 （ 3 ）   
D 母  5 0 （ 3 ）  4 9 （ 3 ）   4 5 （ 3 ）  4 5 （ 3 ）   
E 母  4 0 （ 2 ）  2 4 （ 1 ）   4 6 （ 3 ）  3 8 （ 2 ）   
F 母  4 8 （ 3 ）  4 1 （ 2 ）   4 8 （ 3 ）  5 1 （ 4 ）   
G 母  6 7 （ 5 ）  4 1 （ 2 ）   6 8 （ 5 ）  4 7 （ 3 ）   
G 父  －  －   －  －   
H 母  4 8 （ 3 ）  3 7 （ 2 ）   4 8 （ 3 ）  5 5 （ 4 ）   
I 母  4 2 （ 2 ）  2 7 （ 1 ）   3 8 （ 2 ）  3 3 （ 2 ）   
J 母  6 3 （ 4 ）  3 2 （ 1 ）   6 6 （ 5 ）  4 4 （ 3 ）   

 

１．研究開始当初の背景 
発達障害者支援法やインクルーシブ教育

システムの構築など様々な観点から、発達障
害児の保護者支援を検討する必要性が指摘
されている。発達障害児の育てにくさに対す
る支援方法に、ペアレント・トレーニングが
挙げられる。ペアレント・トレーニングとは、
保護者に対して体系的な指導により、子育て
の方法を教える支援方法である（Cavell, 
2005）。これまでに、子どものコミュニケー
ション（Hardan, Gengoux, Berquist, Libove, 
Ardel, Phillips, Frazier & Minjarez, 2015)
や、日常生活動作（Johnson, Foldes, DeMand 
& Brooks, 2015）など、様々な行動に対して
効果が示されてきている。 
その一方で、ペアレント・トレーニングの

課題として、保護者が子どもの育ちを促進で
きるようになる面を目標として強調するあ
まり、保護者にかかる負担が大きいことが明
らかにされている（神山・上野・野呂，2011）。
保護者の負担について具体的には、介入手続
きの学習時間や、手続きの実施にかかる負担
が指摘されている。そのため、今後のペアレ
ント・トレーニングの研究では、保護者が取
り組みやすい標的行動や介入手続きを選定
するために、保護者や家庭生活についてのア
セスメントの検討や、日常生活で保護者が受
ける負担が高いかどうかを視野に入れる必
要がある。 
 
２．研究の目的 

上記の課題に対して、申請者は先行研究に
おいて、日常環境のアセスメントから物理的
環境の調整を主とした子育ての工夫を導き、
保護者に指導する、「物理的環境の調整を主
としたペアレント・トレーニング」を開発し、
その有効性を検討した（神山・野呂，2010a、
2010b、2011a、2011b）。その結果、保護者
に大きな負担は掛かることなく、子どもの行
動変容を示すことに成功した。 
一方、ペアレント・トレーニングは集団式

で行われることも多い。個別形式は困難な親
子の問題に対しても柔軟に対応でき、それに
対して集団形式は、参加した保護者同士が支
え合う関係を構築することにつながる（井上，
2012）など、いずれの実施形式にも長所があ
る。そのため、個別形式だけでなく集団形式
での実施方法とその有効性を検証する必要
もあると考えられる。 
本研究では、発達障害児の保護者に対する、

物理的環境調整を主としたペアレント・トレ
ーニングを開発し、その有効性を検証するこ
とを目的とした。さらに、開発したペアレン
ト・トレーニングの支援機関への普及を考慮
して、本ペアレント・トレーニングを実施す
るためのテキストを作成し、その有効性を評
価した。 
 
３．研究の方法 
 （１）物理的環境の調整を主としたペアレ

ント・トレーニングの効果検証（研究１） 
 研究１においては、物理的環境の調整を主
としたペアレント・トレーニングを集団形式
により、特別支援学校（知的障害）、通級指
導教室、親の会において実施し、その有効性
を検証することを目的とした。そのために、
ペアレント・トレーニングの実施中における
子どもの行動変容、トレーニング実施前後に
おける保護者に対する質問紙調査の変容を
評価した。 
 （２）「物理的環境の調整を主としたペア
レント・トレーニング」の実施テキストの開
発とその有効性の評価（研究２） 
 研究２においては、物理的環境調整を主と
したペアレント・トレーニングの実施テキス
トを作成し、その有効性を評価することを目
的とした。テキストの作成は、研究１におけ
る本ペアレント・トレーニングの実施者との
協議のもとに作成した。作成したテキストの
評価は、ペアレント・トレーニング実施者に
対する聞き取り調査から検証した。 
 
４．研究成果 
 （１）研究１ 
 研究１において、いずれの場面においても、
物理的環境調整を主としたペアレント・トレ
ーニングの実施後に、子どもの行動変容や保
護者の高い満足度が示された。この結果から、
本ペアレント・トレーニングの手続きが、教
育・福祉のいずれかに限らず様々な支援場面
においても実施可能性があることが示され
た。通級指導教室の実践において、保護者が
第 1 回と第 5 回に記入した新版 STAI の結果
を Table1 に示した。また、特別支援学校の
実践における参加者の子どもの行動変容を、
Fig.1 に示した。 
 
Table1 通級指導教室における事例の新版
STAI の結果 
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Fig1. 特別支援学校における事例の行動変
容の結果 
 
 また、特別支援学校における実証研究では、
保護者が家庭場面における子どもの課題場
面を動画撮影し、その動画をもとに保護者が
相互にフィードバックを提示する機会を、ト
レーニング要素に付加した。その結果、保護
者は自身の動画を通して、子どものモニタリ
ングが促進されること、他の保護者に対して
称賛や共感を提示する機会が増えることが
示唆された。 
 さらに、親の会における実証研究では、イ
ンターネット電話を介してトレーニングを
行った。結果は対面式と同様に、子どもの行
動変容や、保護者の高い満足度が示された。 
 （２）研究２ 
 研究２において、開発したテキストについ
て支援者から評価を受けた結果、支援者は本
テキストに高い肯定的な評価をした。その一
方で、テキストのみでは適切に本ペアレン

ト・トレーニングを実施できない場合がある
ことが想定され、本テキストを使用しての、
ペアレント・トレーニング実施者に対する実
施支援研修の検討が課題に残された。 
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